
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏季休業中に、職員の事業所（施設）見学を伊豆・田方コース、長泉・沼津・函南コース、沼津・

函南コースの 3コースに分かれて実施しました。 

 今回の事業所見学では、『事業内容について理解を深め、児童生徒の進路指導やキャリア教育に役

立てる。』という目的のもと、生活介護事業所、就労継続支援 B 型事業所、放課後等デイサービス、

相談支援事業所などの卒業生や在校生が利用する事業所や施設を見学しました。実際の様子を見学

すると、卒業生が事業所でどのような仕事を行っているのか、どんな一日を過ごしているのかを見

ることができ、進路先での具体的な姿について知ることができました。また、放課後等デイサービス

では、学校が終わった後の子どもたちの過ごし方やリラックスしている様子を見ることができまし

た。普段学校では、あまり知ることができない・実際に見ることができない放課後の過ごし方や卒業

後の進路について、多くのことを知ることができた貴重な体験でした。 

また、見学していく中で、作業をするための手や身体の動き、あいさつをする・時間を守るなどの

マナー・社会的なルールといった普段の学習でも行っている基礎的なことが、学校を卒業した後の

社会に出てからも大事にされていることを実感しました。 

今回の見学でわかったこと、得たものを今後の学習や進路指導に生かしていきたいと思います。 

 

【今回見学させていただいた施設】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キャリア支援通信 
No.３ 

令和６年 10 月２日（水） 

静岡県立東部特別支援学校 

キャリア支援課 大庭雅史 

事業所（施設）見学を 
           実施しました 

Aコース 

社会福祉法人春風会  あおばの家（生活介護） 

社会福祉法人春風会  なぎの家（グループホーム） 

社会福祉法人春風会  もくせい苑（就労Ｂ型）  

社会福祉法人春風会 サポートセンター絆（相談支援事業所） 

おひさま（伊豆市発達支援センター） 
 

Bコース 

社会福祉法人 静香会 ほほえみ＆みのり工房（就労Ｂ型）  

デイサービスセンター からふる沼津（生活介護） 

なないろ（放課後等デイサービス）   

伊豆ふれあいデイサービスセンター（生活介護） 
 

Cコース 

社会福祉法人 輝望会 ミルキーウェイ（生活介護）  

就労継続支援 B型事業所 トレッセ牧之郷（就労 B型） 

一般社団法人 一滴の水 オリーブの庭（グループホーム） 



 

 

 

 ９月 12 日（木）、13 日（金）に、小学部６年生が中学部の体験をする「体験入学」がありまし

た。 

児童たちは、保護者と中学部についての話を会議室で聞いた後、実際に３時間目の授業を中学生

と一緒に行いました。自立コースは「音楽」や「図工」の授業を、生活コースは「作業学習」の体験

をしました。いつも過ごしている小学部とは一味違う中学部の雰囲気に少し緊張していた小学部６

年生でしたが、先輩たちと一緒に活動していく中で、笑顔で楽しそうにしている姿や作業活動に黙々

と取り掛かる姿が見られました。 

 児童からは「緊張したけど、うまく牛乳パックのフィルムを剥がす作業ができて、とてもうれしか

ったです。また、作業学習に行きたいです。」と体験した感想があがりました。来年、いよいよ中学

生になる小学部 6 年生の児童たち。この体験入学で、中学部のことを知ったり意識したりすること

ができたのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

中学部への体験入学がありました！ 

中学部についての説明会 

 

中学部主事の後藤先生から 

中学部の一日の流れや勉強のことを 

説明してもらいました。 

体験授業（生活コース） 

 

生活コースでは作業学習の授業を体験 

しました。 

今回体験したのは紙すきの作業。 

はがす、ちぎる、はかる、の 3つの 

工程を３人で分担して紙すきの下準備を 

していました。 

今回体験に行った又吉ひろきさんは、 

「はがす」の工程を体験。牛乳パックの 

フィルムをうまく剥がすことができました 

体験授業（自立コース） 

 

自立コースでは、「音楽」と「図工」の授

業を体験しました。 

音楽では楽器で星野源の『SUN』を演奏

したり、図工では透明色紙で工作を行った

りしました。 

どちらの授業でも、小学部の子どもたちは

やる気満々！自分から楽器を演奏したり、

色紙に触って丸めたりと楽しく体験するこ

とができました。 


